
■英国・アイルランド：両国間で風力発電所の共同開発に関する趣意書が署名 

英国のエネルギー気候変動省（DECC）は 2013年 1月 24日、英国とアイルランドの両国

政府がアイルランド北東部に風力発電所を建設し、発電された電力を英国に供給すること

で覚書を締結したと発表した。計画されている風力発電所の設備容量は 300万 kWであり、

発電された電力は海底送電線を通じて英国ウェールズの２カ所の変電施設まで送電される

予定。本計画の投資総額は約 80億ユーロ（約 9,600億円）で、2017年の完成を目指して

おり、建設や運転等に携わる 3,000～6,000 人の雇用が見込まれている。両国政府は今後

詳細な分析を進め、2014年に正式合意を予定している。なお、欧州風力発電協会（EWEA）

は両国間の計画は欧州におけるモデルケースになると評価している。 

 


